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1第１章　研究の目的と概要

本書は 2011 年度に採択された科学研究費補助金基盤研究（B）「国際比較研究に基づく日本版
パブリック・アーキオロジーの理論と方法の開拓」（課題番号 23320176）の研究成果を収めたも
のである。同年３月 11日に発生した東日本大震災の影響によるものか、11月に採択され、初年
度については、関連文献や情報の収集と分析と中心とする基礎的な研究に留まり、翌年度から本格
的にスタートすることとなった。
本研究の目的は、日本の考古学・文化遺産（とりわけ埋蔵文化財）が抱える今日的課題について、

その特質、構造、原理を国際比較研究によって明らかにし、解決、改善の方策を提示すること、さ
らに考古学研究と文化遺産論を架橋し、現代社会と考古学の関係を研究対象とする、新たな学問領
域「日本版パブリック・アーキオロジー」の理論と方法を構想することである。
この目的を達成するために、まず、欧州における、法、行政、教育、調査体制、研究者の実態、メディ

ア、社会意識など、「考古学と現代社会」に関する基礎資料の集約・分析、実地調査やワークショッ
プを実施し、日本の考古学、文化遺産マネジメントの特質、構造について、比較研究を通じて、明
らかにすることを掲げた。また、国際環境下における日本の文化財保護に対する有益な政策提言へ
と昇華させることも強く意識した。
比較研究の対象は、欧州全般を見渡しつつも、英国を中心に据えた。それは言語の問題が一番で

あるが、考古学、遺跡調査とも、一次情報・資料とも入手しやすい点も大きい。さらに、日本との
類似性、差異について、対比が容易で、調査研究に刺激的な条件が整っている点も大きな理由である。
すなわち、ともに大陸から離れた島国で、急激な民族移動がなく、過去と現在の一体感から、旧大
陸的な歴史・文化・伝統への志向が高い社会的環境を有する一方、英国は考古学、文化遺産の研究
分野において、国際的に注目される普遍的かつ先進的な取り組み、議論を恒常的に輩出し、比較研
究の鏡としての好条件を備えている。
なお、本研究の申請後まもなく発生した東日本大震災は、1995 年の阪神淡路大震災後と同様、

日本の考古学、考古遺産マネジメント、パブリック・アーケロオジーに関わる諸問題が集中的に出
現し、考古学の現代社会との関わりを考える上で、極めて大きな出来事であった。そこで「震災と
考古学・考古遺産」というテーマで、海外の研究会・学会で数回発表し、それぞれの国の関係者と
意見交換を行い、考察を深めた。
　

研究の体制
次の研究協力者から支援を得て、本研究を遂行した。

研究代表者：
岡村勝行（大阪市博物館協会大阪文化財研究所）、欧州の現代考古学の動向、研究総括

連携研究者：
坂井秀弥（奈良大学）、考古遺産マネジメントの比較
福永伸哉（大阪大学）、大学における考古学教育の比較

研究協力者：
中西裕見子（大阪府教育委員会）、水中遺産を中心とする考古遺産マネジメントの比較
禰冝田佳男（文化庁）、考古遺産マネジメントの比較
松田	陽（英・イーストアングリア大学）、パブリック・アーケオロジーの研究動向
Kenneth	Aitchison	(Landward	Research	Ltd.,	UK)、欧州の考古学者の実態
Jean-Paul	Demoule	(University	of	Paris	I,	France)、欧州の現代考古学
Don	Henson	(Former	Council	of	British	Archaeology,	UK)、考古学教育の理論と実践
Sophie	Jackson	(Museum	of	London	Archaeology,	UK)、ロンドンの考古学
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Simon	Kaner	(Sainsbury	Institute	for	the	Study	of	Japanese	Arts	and	Cultures,	UK)、現代考古学の日英比較
Kristian	Kristiansen	(University	of	Gothenburg,	Sweden)、欧州の現代考古学
Tim	Schadla-Hall	(University	College	London,	UK)、英国のパブリック・アーケオロジー
Peter	Stone	(Newcastle	University,	UK)、英国の文化遺産研究

協力機関：
Cambridge	Archaeological	Unit,	 	Canterbury	Archaeological	Trust,	 	Creswell	Heritage	Trust,	 	Daiwa	Anglo-
Japanese	Foundation,		English	Heritage,		Mary	Rose	Archaeological	Service	Ltd,		Museum	of	London,		Museum	
of	London	Archaeology,		Nautical	Archaeology	Society,		Sainsbury	Institute	for	the	Study	of	Japanese	Arts	and	
Cultures,		Taylor	Pearce,		Thetford	Ancient	House	Museum,		Tyne	&	Wear	Archaeology	Service,		University	of	
Durham,	Vindlanda	Trust		and		Wessex	Archaeology

協力者：
Charles	Barker,		Mark	Beattie-Edwards,		Andrew	Birley,		Patricia	Birley,		Oliver	Bone,		Julian	Bowsher,		Chris	
Brayne,	 	Mary	Brooks,	 	Sara	Buckingham,	 	Jay	Carver,	 	Amanda	Chadburn,	 	Clair	Coger,	 	Nicholas	Elsden,		
Chris	Evans,		Jo	Flatman,		Toby	Gane,		Marion	Green,		Bill	Griffith,		Jason	James,		Angus	Lawrence,		Andrew	
Manning,		Caroline	McDonald,		Euan	McNeill,		Courtney	Nimura,		Taryn	Nixon,		Henry	Owen-John,		Ian	Oxley,		
Ali	Schultz,	 	Jane	Sidell,	 	Maria	Smith,	 	Roy	Stephenson,	 	Deborah	Williams,	 	Geoff	Woodward		and		Eliott	
Wragg

研究発表
研究代表者・岡村のおもな研究発表は次の通りである。
・「現代考古学とコミュニケーション –日本版パブリック・アーケオロジーの模索 –」『LINK』第 6号、神戸大学大学院人
文学研究科地域連携センター　pp.10-18、2014	

・「国立歴史民俗博物館編『被災地の博物館に聞く	東日本大震災と歴史・文化資料』を読んで」、『日本考古学』第 38	号	
pp.105-108、2014

・「なぜ発掘をするのか」『考古学研究 60	の論点』考古学研究会	pp.179-180、2014
・「古墳時代と市民社会」『古墳時代の考古学 10	古墳と現代社会』同成社	pp.43-56、2014	
・Salvage	excavations	after	 the	2011	disaster	 in	Fukushima,	Excavating	cultural	heritage:	 the	archaeological	
implications	of	the	Great	East	Japan	disaster	three	years	on.	大和日英基金セミナー	ロンドン　（2014.9.19. 招待講
演）

・「日本におけるパブリック・アーケオロジーを考える」『現代「日本」考古学』、金沢大学文化資源学セミナー　(2014.3.15.
招待講演 )

・Kansai	Archaeology	Days:	Creating	a	new	dialogue	with	the	Public.　New	Scenario	for	a	community-involved	
archaeology	(NEARCH) 第 2	回研究集会、ヨーテボリ大学	（招待講演	2014.1.16）

・The	Great	East	Japan	Earthquake	and	cultural	heritage:	towards	an	archaeology	of	disaster,	Antiquity	87,	pp.	
258-269、2013	( 共著 )

・「『遺跡・遺産・考古学～調査研究／マネジメント』の射程」『考古学研究』第 59	号第 4	号	p.10、2013	
・Japan:	Cultural	Heritage	Management	Education,	Encyclopedia	of	Global	Archaeology,	pp.	4160-4162,	Springer,	
2013	

・Japan:	Ethics	of	Commercial	Archaeology,	Encyclopedia	of	Global	Archaeology,	pp.	2482-2485,	Springer	
・「私たちはどこにいるか	−現代考古学の国際比較から−」『考古学研究』第 58巻第 3	号	pp.1-15、2012
・『入門パブリック・アーケオロジー』同成社、2012（松田	陽と共著）
・After	the	Earthquakes:	Considering	what	the	Great	East	Japan	Earthquake	means	for	Japanese	Archaeology	
and	Heritage,	第５回東アジア考古学会（SEAA5）九州大学	（2012.6.5	招待講演）

・From	Object-Centered	 to	 People-Focused:	Exploring	 a	Gap	Between	Archaeologists	 and	 the	Public	 in	
Contemporary	Japan,	New	Perspectives	in	Global	Public	Archaeology,	Springer,	2011

・New	Perspectives	in	Global	Public	Archaeology,	Springer,	2011	( 松田	陽と編著 )	
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１．調査研究活動の概要
日本の考古学、文化遺産マネジメントの国際的な位置、特質を明らかにするために、欧州を中心

とする基礎的データについて文献、ウェブなどで収集と分析を行い、比較研究項目のリスト化とデー
タの探索を行った。なかでも日本が直面する諸課題、すなわち、遺跡調査の民営化、資格制度、考
古学研究と記録保存調査体制の関係、水中文化遺産の保護や、考古学、考古遺産の価値を高め、効
果的に社会に提示する先進的な試み、などに重点を置いた。
英国を中心とする現地調査、ワークショップ、発表は、2012 年度から実施し、その概要は表

2-02 に示したとおりである。また、訪問地の情報、所見は、最後に「付録：イングランドのパブリッ
ク・アーケオロジー情報」としてまとめた。2014 年 9月に、イングランドの文化財行政を担う公
的機関イングリッシュ・ヘリテージと行ったワークショップでは、9名が発表し、その概要は第 3
章でまとめた。さらに海外から招聘した研究協力者の講演については筆起しし、一部修正して、第
4章に収めた。
以上の調査研究活動で得た知見、成果は、第１章で示した学術雑誌や学会、研究会などにおいて

発表、活用した。

２．イングランドでの視察を中心とした調査活動
英国で視察を中心に調査活動を３回行った（表 2-02）。視察、ヒアリングの対象機関は、個人的

な繋がりをもとに展開したものが少なくなく、偏りは否めない。とりあげた事例がすべて英国を代
表するものというわけではないが、「考古学と現代社会」という視点を中核におき、記録保存発掘
調査、史跡整備、世界遺産、普及事業、コミュニティとの連携、地域活性化、水中文化遺産などの
テーマ、さらに多様な経営形態、異なる特徴を持つ施設・組織を対象とすることに留意し、日本の
それぞれと比較できるように努めた。

３．海外研究者の招聘と講演会の開催
本研究を特色づける調査研究活動に、欧州の研究者（研究協力者）の招聘、講演会の開催がある。

招聘者、講演参加者にそれぞれ彼の地の現代考古学の状況を直接的に経験し、類似性と差異につい
て認識、理解、議論を深め、本研究を促進することが狙いであり、パブリック・アーケオロジー的
実践とも言える。５名の講演内容は本報告書の第 4章で詳しく紹介するが、発表者および発表の概
要は次のとおりである（表 2-01）。
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表2-01　講演者一覧の表

⽇日 　時 講演者 題 　⽬目 場 　所 そのほかの活動

2012年年8⽉月26⽇日 ケニス・アイチソン⽒氏 『職業としての考古学̶—英国の事例例̶—』 ⼤大阪歴史博物館第⼀一研修室
⼤大阪⽂文化財研究所、⼤大阪歴史博物館、兵庫県
⽴立立考古博物館、⼤大阪市加美遺跡、⾼高槻市成合
遺跡など訪問。

2012年年9⽉月16⽇日 ソフィー・ジャクソン⽒氏 『ロンドンの考古学』
⼤大阪府⽴立立男⼥女女共同参画・⻘青少年年セ
ンター（ドーンセンター）

⼤大阪⽂文化財研究所、⼤大阪歴史博物館、兵庫県
⽴立立考古博物館、奈奈良良⽂文化財研究所、東⼤大寺・
法隆寺、⾼高槻市成合遺跡、京都⾦金金閣寺など訪
問。

2012年年9⽉月16⽇日 ドナルド・ヘンソン⽒氏
『英国におけるパブリック・アーケオロ
ジーと教育の70年年』

⼤大阪府⽴立立男⼥女女共同参画・⻘青少年年セ
ンター（ドーンセンター）

同上

2013年年11⽉月16⽇日 クリスチャン・クリスチャンセン⽒氏 『⽂文化遺産論論における理理論論と実践』 京都⼤大学⽂文学部講義室

福島県⽂文化振興財団、双葉葉町⽴立立歴史資料料館、
清⼾戸迫横⽳穴、⼤大阪歴史博物館、難波宮跡、奈奈
良良⽂文化財研究所、薬師寺発掘調査現場、吉
野ヶ⾥里里遺跡公園、東京国⽴立立博物館など訪問、
講演会（⼤大阪⼤大学・九州⼤大学）。

2014年年11⽉月4⽇日 ジャン=ポール・ドムール⽒氏
『フランス考古学のいま̶—発⾒見見・研究・課
題̶—』

アネックスパル法円坂（⼤大阪市中
央区）

⽇日仏シンポジウム「フランスと⽇日本における
考古学・⽂文化財とアイデンティティ」参画、
今城塚古墳公園、今城塚古代歴史館、新池は
にわ⼯工房など訪問。




